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　（目的）

　Radio－renogramはsinticameraによるsintiphatoを

併用しても，機能的山線を描かせることは出来るが，微

細な形態学的検索はX線による撮影1．V．　Pなどに劣る．

われわれはこれを同時に行なって，両者を対照すること

により，さらに精密で，術者および患者の負担を少なく

実施する方法を検討した．

　（方法）

　コンレイ400（Sodium　iothalamate）20ccおよび1311

アンギオコンレイ（100μCi　O．1mg，1cc）を混注し，試

作した大陸型カセッテを収納する引出を持った特殊撮影

台（コバルト60治療台を改造し，下方よりSinticamera

のdetectorがヒ向きに挿入出来るようにした）により

Renogramを作製するとともにヒ方よりコンデンサータ

イプのX線撮影機により，5ノ，IO’，　IS’，30’のIVPを

行なった．撮影機とカメラのphoto皿alの高圧は連動し

た．

　（結果）

　現在まで25例について行なったが，機能的ににRIに

よる曲線と形態的なX線写真の両者を比較対照して検討

することは有意義であった．更にSintiphotoの併川は参

考になった．はじめCameraのエネルギーを364　KeV

にセットしたが，70KeV程度のレ線曝射によってpeak

を示した．これは，Pile　up　phenomenonと思われる．

（九大付属短大・竹井教授）このため鉛板の挿人や，前

記のphotoma】の高圧を切ることを考えた．今後はカセ

ットの出人を組合わせた速写装置が必要だと考える．

Renogramの曲線は，1311アンギオコンレイ1ccのみ

の注射により量的影響はないことを確認した．本法は一

般のangiographyにも利用し得るものと考える．この

種のRI　labeledの造影剤の開発が望ましい．
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　研究目的：1311ヒップランレノグラムの臨床応用とし

て腎局所血流や分泌機能に影響を及ぼす薬物を負荷し，

その前後におけるパターンの変化から機能障害程度，患

側腎，潜在ないし残存機能の有無を検討した．

　フゴ法：負荷薬牛勿は　　Isoxsuprine　hydrochoride　（IH），

Furosemide（Fs），　Angiotensin皿　（Ang）を使］ll．記

録法は坐位で負荷前レノグラムをついで負荷後レノグラ

ム皿を各20～30分間描記する．負荷量はFslm1（10mg）

1回碕注，IHは生食水稀釈液（0．2mg／m1）40～60ml

（8～10mg）を点滴，　Angは10・’・－15rrtg／kg／min，点滴量

は200～450mg／kg比較法はレノグラム1と1のバター

ンの変化と判定用指標による．指標はSeg．　bとSeg．　C

におけるA点よりB点・B点よりH点（TB）に到る所

要［1寺間Bt，　Htを，また片対数グラフに転写したSeg　b

とCの傾斜より求めた半減時間t｝，T量を採用．

　成果：Fs，　IHにおけるパターンの変化は標準型Sは

殆んど変らず遅延型D、（Ht　6～15分），　同D2（15分

～）はSに機能低ド型HはD1，　D2に改善または接近修

復されたが無機能型Nは投与芸剤による影響はみられな

い．各指標についてみるFs（＝33）との平均値はHt

で10．6→6．3分，T4で11．6→6．8分に，　IH（n・・＝・22）

では10．3→8．7分，16．0→12．2分と短縮したがbt，　tl

では明らかな差は認め難い．Ang（n＝14）では逆に機

能障害度の低いものから高いものへと悪化し，S→D，

（4ケ），　S→D2（7ケ），　D1→D2（2ケ），　D2→D2

（1ケ），となったが，Sから他のパターンへのBt，　Ht

の平均値の変化は2．8→3．4分，3．9→20分前後に延長し

た．

　結論：薬物に腎に対する薬理的効果を負荷前後のレノ

グラムの応答，変化により追跡した，本法はレノグラム

検査のルーチンにおける応用法の一一一一・面を示唆するものと

いえる．
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